H4IIEC 肝細胞における転写因子 SREBP-1c に関連したパルミチン酸およびエイコサペンタエン酸によるセレノプロテインP遺伝子発現制御 by 田島 奈津美
図 1．構造の違いから異なった作用を有する脂肪酸















































開始点から -200～ -100 bpに絞り込んだ．
　その領域の中で結合しうる転写因子の配列を探索した
結果，2型糖尿病と脂肪酸合成の関連が知られている転
写 因 子Sterol regulatory element-binding protein-1c 
(SREBP-1c)の結合配列Sterol regulatory element (SRE)
に類似した配列 (SRE-like element)を -194～ -185 bpに
有することを見出した．
SREBP-1c は SeP を正に制御する
　まず，SREBP-1cはSeP遺伝子発現を制御するのか検
討した．核内活性型SREBP1cの過剰発現により，
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PAは SREBP-1c非依存的にSeP発現を誘導する
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図 2．PAおよび EPAによる SeP発現制御メカニズム
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